
保存版 土 砂 災 害 ハ ザ ー ド マ ッ プ 佐世保市 世知原町 開作周辺

土砂災害ハザードマップとは

急な斜面や裏山では、大雨の際、がけ崩れや土石流などの土砂災害が発生するおそれがあります。

このハザードマップは、みなさんが住んでいる地区のなかで、土砂災害が発生した場合に危害を受ける

おそれがある範囲や避難場所を示したものです。

日頃から、自分が住んでいる土地、隣近所の土地、避難場所などを確認して、いざという時に適切な

避難行動がとれるよう、ご家庭や職場などでお役立てください。

①土砂災害警戒区域や避難場所等を確認しておきましょう！

○黄色 又は 橙色 で囲まれた範囲（土砂災害警戒区域）は、「土砂災害が発生した場合、住民の生命又

は身体に危害が生じるおそれがある区域」です。

○赤色 で囲まれた範囲（土砂災害特別警戒区域）は、「土砂災害が発生した場合、建築物に損傷が生じ

住民の生命又は身体に著しい危害が生じるおそれがある区域」です。

○土砂災害警戒区域等にお住まいの方は、大雨の時には警戒避難が必要となる可能性がありますので

注意してください。

○土砂災害警戒区域以外の箇所でも、土砂災害の発生する可能性がありますので、自分の住んでいる家

の周辺の斜面や渓流、避難場所をよく確認しましょう。

②雨が強くなったら、積極的に雨量情報、予報、警報等の情報を入手しましょう！

○雨が降り始めたら、テレビ、ラジオ、インターネット等で気象情報を確認しましょう。

○雨が強くなってきたら、『土砂災害警戒情報』に注意しましょう。

『土砂災害警戒情報』は、大雨により土砂災害の危険度が高まった時に気象台と長崎県が共同して

発表する情報です。自主避難行動の目安としましょう。

③周辺の斜面や渓流で、こんな前兆現象が見られた場合は、自主的な避難を心がけましょう！

がけ崩れとは、長雨や集中豪雨等により、がけが急に崩れ落ちる現象。

・斜面から水が湧き出してくる

・斜面に亀裂が生じる

・小石がパラパラと落ちてくる

・斜面に膨らみがみられる

土石流とは、長雨や集中豪雨等により、山や川の石や砂が水と一体となって

一気に下流へ流れる現象。

・山鳴りがする

・雨が降り続いているのに谷川の水位が下がる

・谷川の水が急に濁り、流木が混ざる

○がけ崩れの前兆現象

○土石流の前兆現象

④緊急の場合は、指定の避難場所にとらわれず、 近くの安全な場所に避難してください。
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避難勧告等は、下図のような経路で住民のみなさんに伝達されます。

※前兆現象等により危険を感じたら、避難勧告等の発表がなくても、指定の避難場所にとらわれず、

土砂災害警戒区域の外側の安全な場所へ、急いで避難してください。

※指定の避難場所：地域防災計画で指定されている避難所（屋内施設）

緊急情報・避難所開設情報

・佐世保市 佐世保市防災ポータル

(https://sasebo-bousai.my.site.com）
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本マップの航空写真は、平成20年2月に撮影されたものです。
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このマップに関する問い合せ先：佐世保市役所 土木部 河川課

〒857-8585 佐世保市八幡町1番10号 TEL：0956-24-1111（代表）
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項 目 記 号

土砂災害警戒区域

がけ崩れ

土石流

土砂災害特別警戒区域

地域防災計画で指定されている緊急避難場所兼避難所

土砂災害警戒区域等内の要配慮者利用施設

世知原町 上野原

・気象庁 長崎地方気象台

（https:www.jma-net.go.jp/nagasaki-c/）

・気象庁

(https://www.jma.go.jp/）

・佐世保市 佐世保市防災ポータル

(https://sasebo-bousai.my.site.com）

 ・長崎県河川砂防情報システム

(https://www.kasen-sabo.pref.nagasaki.jp/nakss/)
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